
桔梗が丘自治連合協議会

平成24年度 第 6回 理 事 会 議 事 録

場  所 桔梗が丘公民館 ・202号 室

日  時
平成 24年 10月 27日 (土)

9:3 kl-1 2 30

出 席 者

出席者 ・辻森、河合、武仲、東、阪本、野邊、廣岡、竹原、吉野、梅本、中

村、山中、松村、福森監事、森田地域担当監

欠席者 大垣、上回、高槻、加納。

議事

決議事項

1議 事録署名人

市民ボランティ

ア募集について

(東山ふれあい

の森)

辻森会長が司会を務め会議が始まった。

辻森会長の挨拶の要旨

「日頃からの協議会活動に尽力いただき有難うございます。特に10月 は

事業の数も多く、皆さんのご協力に感謝しますJ述 べた。

引き続き辻森会長が議長を務め会議が始まつた。

本会議の議事録署名人に竹原啓子氏、廣岡貞之氏の2氏 を指名することに

決した。

議長から、本日は審議の前に2件 の事項について説明を頂くことになつて

いる旨を述べ了承された。

辻森会長から 「名張ライオンズクラブが “東山ふれあいの森をみんなでき

れいに !!"と 銘打つた環境整備ボランティア事業が計画されている。その

事業の説明をされるが、"東 山 “は桔梗が丘地区と縁が深く、日頃から関わつ

ている 「伊賀自然の会J(加 納快適環境部会長)「森づくり二重の会Jか ら

"協 力依頼 “を受けているのでお伝えする」と述べた。

く名張ライオンズクラブの説明の要旨>

1 事業の名称  “東山ふれあいの森をみんなできれいに !!"環 境整備の

ボランティア事業

2 日時   平成 24年 11月 24日 (土)雨 天の場合 25日 (日)

3 場所   名張市 東山ふれあいの森

4 作業内容 階段の新設、補修、歩道の整備、倒木の処理、ゴミ拾い等。

5 幅広く名張市民の皆さんにボランティア作業を呼びかける。

6 名張市を通じて地区回覧をお願いすることになっている。

辻森会長から、「冒/・H紹介した2団体は季節に応じてこの東山の森を利用し



区lt及び都市計 1 平成21年 度に名張市都市計画マスタープランの概要を発表し、これにも

画制度の概要  |と づき都市計画事業を推進しています。

ているので、当日771カ要請に応 じる旨返事があった。又我々も住民に声を掛

けること等、出来るだけ協力したいJと 述べた。

く弓き続き、ふれあいの森の管理について意見交換をした。>

名張市都市計画 1 名張市都市計画室からの説明の概要 (詳細は資料参照)

とづく土地計画J及 び 「総合都市交通マス

す 。

(867ha)、 その他の地域地区 (当市で

二)が あります。

郭を除く)は 第 1種 低層lt居専用地域です。

のまちづくりを推進 していくことになる。

特性に応 じて、良好な都市環境の形成を図

区レベルの都市計画Jで す。Jこ の計画に基

具体的に推進しようとするものです。

Jが 指定されていない地区はこれから指定

,域ビジョン等)二 段 (用途地域等 地区計

,の説明。 (資料N011か らN014)

は4項 目の基本日標のもとに進めている。

①ひとにやさしい交通まちづくり②都市と地域の発展を支える交通まちづく

り③環境に配慮した持続可能な交lTLまちづくり④災害に強い安心 ・安全な交

通まちづくり、の4項 目.

・交通まちづくリプランは、過去の計画作りとは違い、行政 交通機関業者、

地元住民の3者 が一体となつて地域の公共交通体ネットワークづくりを目指

すものです。

施策の概要。①将来幹線道路計画、②公共交通体系、③自転車歩行者計画、

④交通まちづくりのための行動計画について資料にもとづき説明した。(詳細

は配布資料参照)

・今後の取組みと課題.取 組みスケジュールについて説明があった。
(地区計画を進めるにあたっての考え方について意見交換があった。)

議長から、本日は計画の説明を受けるに留め、課題について今後は地域住

民を交えて検討を進めていきたいと述べ了承された。

名張市総合計画 1名張市総合企画政策室からの説明の概要 (詳細は資料参照)



「理想郷Jプラン

地域別計画の策

定について

報告事項

1 はっとまち"

プロジェク ト事

業Jの推進方針に

ついて

今般、市内 15地 域で策定された 「地域ビジョンJを 受け、市では各地区

のビジョンの方向性など主な内容を全庁的な調整を行つた上で、総合計画に

位置付け"地 域の思い"を 最大限尊重 して、地域と行政が協力 し地域づくり

に取り組むため、平成 24年 度末をH途 に 「地域別計画Jを 策定する。

(引き続き、配布資料にもとづき説明)

位置付け  後期基本計画 [地域男1計画編]と なる。

計画期間  平成 25年 度から平成 27年 度までの3年 間とする。

計画内容 ・ 計画の方向性を定めることとし、具体的な内容については、

次期総合計画の策定に合わせ充実させる。(主な項日等は資料参照)

・枯梗が丘地区については、地域ビジョンで策定されたものをそのまま受け

入れて策定する方向です。

・平成 25年 度末までのスケジュール (素案策定から議会の承認議決まで)

を説明した。

(地域別計画策定の意義、スケジュールの確認と意見交換があった。)

今ヽ後策定の過程で地域の方の意見もいただきたいと考えています。

阪本企画運営委員長から、地域ビジョン 「“ほっとまち"プ ロジェク ト事

業Jの 推進方針について男1添え資料に基き、概ね次のような報告があつた。

「名張市に対 し本年 8月 に 「ゆめづくり協働事業J申 請を理事会で決定し、

この 2事 業に 100万 円ずつ助成金の中請をしたが、交付される見通しです。

9月 の地区回覧で “ほつとまち"プ ロジェク ト事業メンバー及びサポータ

ーの募集をしました。

次に 「ふれあい茶房の開設Jの 事業の推進方針について説明をさせていた

だく。資料の最後に推進スケジュールを記載 してあります。

「ふれあい茶房プロジェク トJは 実施に向けて要員の準備体制が出来たの

で、遅くても平成 25年 度秋のオープンを目指して計画を推進 していく事に

したい。それまでのスケジュールは 11月 10日 (土)に 研修会、 12月 1

日 (上)に 第 1回 のプロジェクトチームの会合を開催 します。来年 1月 に食

品衛生責任者講座の受講等を予定している。来年 3月 には事業の概要をまと

めることにしたい。遅くとも来年 10月 にはオープンしたいと考えている。

プロジェク トチームの担当は金谷氏とな、阪本がすることになつた。詳細

については、配布資料を参照していただきたいJと 述べた。

「子どもたちと地域の絆づくり (拡大版あそびっくすの組織化)」は、地域

の子どもたちと今以上に絆を深める為に、手始めとして花いっばい運動を取

り上げた。この事業の推進母体を作るため、 11月 24日 (土)に結梗が丘小

学校及び桔梗が丘南小学校区の自治会長、区長、民生委員の方々に協力依頼



の説明会の開催を予定している。その後、関係者 (小学校長、PTA)を 含
めた会合を持つ予定をしている。その中で以後の協働事業活動も含めて検

討 推進していきたい。プロジェクトチームからは大垣氏と坂本氏がlF当す

ることになつているJと 述べた。

出席者から 「花いっぱい運動だけにとどまらない事業であることを認識し

て進めていただきたいJと の意見があつた。

辻森会長の補足説明。

1 あそびっくす拡大版は東小学校の例を参考に始めたい。

2 この事業は、地域との繋がりが大切なので、自治会長、区長、民生委員

さんに説明会を通じて協力を仰ぎたいと考えている。

3 各自治会 (区)の 会合で、区民の方にも説明会を開く予定です。

2平 成 24年 度 1 松村事務局次長から、平成 24年 度協議会会計 公民館会計中間期の収支

協議会会計 公民 |について、別添え資料に基づき概ね次のように報告があった。

館会計中間期の | く協議会会計>
`く 協議会会計>

収支について  1 収入の部

執行額

会費   1, oo9, 600円

交付金 15, 615, 760円

補助金  1,322,500円

報償費収入        o円

繰越金  3, 928, 711円

合計  21,877,054円

支出の部 (主な項目のみ)

人件費 1, 381, 750円

会議費   211, 856円

防犯防災費 200, OoO円

備品購入費 500, Ooo円

企画運営費  88, 200円

広報費   126,00o円

健康推進費 1, 784, 664円

住民交流費 675, 656円

教育文化費 342, 074円

快適環境費 364, 891円

地域福祉費 737. 500円

予算額対比

9,600円

△ 2,640円

737,500円

△ 150,00o円

△ 900,057円

3,318,2 5 0円

△ 38, 144円

△ 211,800円

△ 259, 00 o円

△ 585,336円

△ 224,344円

△ 88,926円

△ 108,609円

△ 402, 50 0円



コミュニティ活動費 5, 131,400円     ―

合計   12,835,310円

繰越金  9, o41, 744円

支出の部で人件費は本年度から公民館会計からと折半支出している。防犯

防災費は消防団桔梗が丘班へ、備品購入費は防災品倉庫を2棟購入した旨報

告があった。

く公民館会計>

収入の部

執行額

指定管理料 5, 086, 000円

予算額対比

使用料

`その他収入

繰越金

合計   1

△ 4,812,00 0円

1,870,3 8 1円

△ 2,129,6 1 9円

133,188円  △ 66,812円

5,177,1 3 1円

2, 266,  7 0 0円

△ 7,008,431円

支出の部 (主な項目のみ)

人件費  2, 533, 750円

△ 2,166,270円

消耗品費   314, 040円  △ 305, 960円

光熱水費 1, 449, 662円

△ 1,890,338円

修繕費    115, 950円  △ 374, 050円

委託手数料 1, 131, 020円

△ 1,174,980円

備品購入費  503, 001円  △ 676, 999円

管理費合計 4, 044, 368円

△ 5,169,632円

報償費  250,000円   △ 350,000円

印刷製本費   54, 862円   △ 64, 138円

事業費   498, 137円   △ 856, 863円

運営費合計 875, 489円

合計

△ 1,377,511円

7, 453, 587円



3地 域代表者会

議の報告

繰越金  4, 813, 113円

引き続き、議長は出席者に質問を求めた.

出席者から特に質問はなく、報告は, べ`て了承された。

辻森会長から、 10月 16日 (火)に 開催された地域代表者会議について

次の3項 目について報告があつた。

1)救 急医療情報キットによる安′らネットワーク事業 (案)の 概要につい

て

名張市社会福IL協議会では、
「
救急時や災害時等での迅速かつ的確な対応に

つながる救急医療情報キットによる安,さを提供することをはじめ、地域内で

の定期的な見守りや交流活動を促進し、支援を必要とする人が安心してその

地域で暮らしていくための見守り支援ネットワークの構築並びに活性化を目

的とする」事業の概要説明があった。詳細は資料を参照されたい。

裏面にこの事業の主体となる 「救急医療情報キットJの イメージが記載さ

れている。

桔梗が丘地域全体としての取り糸にみ方 ・運用活用について、昨年度から 「要

支援者登録シー ト」の作成等を始めているが、協議会全体としての取り組み

には限度もあるが、今後さらに検討を進めていく旨を述べた。

2)健 康福竹L部業務に関する周知のお願い

健康福祉部業務関して、次の2事業について説明会 (出前講座)を 開催し

たいと協力依llがあつた。その日的は、地域医療の現状や、認知症について

理解してt,らうためです。

① 名張市地域医療について

② 認知症について

地域医 7「に関わる講座は一回 1時間程度で、出前講座として高齢者学級や

集会など、住民の方が集まる機会に組み込んでもらいたいと依頼があったの

で、各自治会 (区)で 必要があれば取り組んでいただきたい旨を述べた。

一方、認知症に関わる講座は団体を対象にした講座の開講の案内を回覧し

たが、さらに1幅広く開講すると説明があった旨を述べた。

3)平 成 25年 度環境保全促進助成事業について

(財)自 治総合センターでは、全国モーターボー ト競争施行者協議会からの

拠出金をlll源とした 「平成 25年 度環境保全促進助成事業」の募集をしてい

る旨、地域経営室から説明があつた。

昨年度はこの助成金制度から、協議会医適環境部会が50万 円の助成を受

け、緑のカーテン運動を主体とした事業を実施した。

先日の自治連合会でも伝えたが、協議会の部会でも資料及び実施要項を参



考にして、それぞれ対応していただきたい旨を述べた。

引き続き、辻森会長から、その他事項の報告があった。

・夢づくり協働事業提案制度に基づく各地提案の一覧を事務局に置いてあり

ます。必要な方は閲覧し下さい。

・先日の台風 17号 接近時の消防団の警戒出動に感謝して粗品の差し入れを

しました。

・11月 4日 (日)消 防分団の火災訓練があります.

・11月 3日 (土)名 張市内2高校統合問題の説明会を開催します.

・11月 10日 (土)総 務委員会の研修会を実施します。参加方よろしくお

願いします。

4 委員会 ・部会 |く総務委員会>

報告      1 大垣副会長欠席のため、再度会長から11月 10日 の研修会の案内を述べ

|た。

く企画運営委員会>

先程の報告の通り。

く広報委員会>

野邊広報委員長から、男1添え資料に基づき概ね次のような報告があった。

・11月 初旬発行 各戸配布予定の 「ききょう通信 53号 」の写しを配布し

た。掲載内容を確認ください。1面 はコミュニティカフェの講演会、「事業

部活動だよりJは 生活安全部会を取り上げた。この企画は今後も継続して

いく。 2高 校の統合問題は事実関係のみを掲載した。 2面 は継続掲載 して

いる 「地域だよりJ「福祉だより」です。

1月の年頭は会長の挨拶を掲載しますので、よろしくお願いをします。

く健康推進部会>

高槻健康推進部会長が欠席のため、資料による報告があった。

9月 30日 (日)二 重大医学部の伊藤正明教授を招き、ききょう健康講座

を開催した。参加者は69人 。

名張市健康支援室から、「ばりばり現役プロジェクトJに 対して国から補助

金が下りることになり、当協議会にも6万 円が交付される予定になったと連

絡を受けた。

・11月 4日 (日)健 康まつりを公民館で開催をする。ご協力をお願いする。



く住民交流部会>

廣岡住民交流部会長から、「新年の1月 12日 (士)恒 例のニューイヤーき

きょうフェスタ、そして 1月 14日 (月)ど んど行事を2番町の三角公園で

開催しますJと 報告があった。

く教育文化部会>

竹原教育文化部会長から、別添え資料に基づき概ね次のような報告があっ

た。

10月 18日 (木)定 例部会を開催 して、次の3項 を決定した。①こころ

の思い発表会の実施要領、②ふるさと歴史ハイキングの実施要領、③冬の

桔"ず セミナーの実施要領。(詳細資料参照)

・公民館展に合わせて開催したこころの思い発表会は、発表者 15人

演奏者 64人 、参カロ者 250人 でした。多くの地域の方に聞いていただき、

良かった。

く生活安全部会>

古野生活安全部会長から、別添え資料に基づき概ね次のような報告があっ

た。

・普通救命講習会を10月 13日 (土)開 催 した。参加者は13人 。今回で 1

2回 目となるが累計で247人 が受講した。来年 3月 にもう一度開催する。

1 道路交通表示の改善の要望書を提出した。場所は6か 所 (資料記載参照)

・平成 24年 度高齢 ドライバー安全運転大会に防犯パ トロールに参加 してい

るメンバー 3人 が参カロする。大会の要領は資料を参照してください。

・防犯パ トロールは5回 実施.い ずれの時も異常は見られなかった。

く快適環境部会>

カロ納快適環境部会長欠席。特に報告事項はなし。

く地域福れL部会>

梅本地域福れL部会長から、「11月 11日 (日)恒 例のグループホームの交

流会を公民館講堂で実施します。参加予定者は 50人 。参カログループは今年

度から6ホ ームになりますJと 報告があった。

その他     1 河合理事から、新年のどんど行事について材木の収集協力依頼があり、了

承 された。



田合監事から、「消防団活動について 10月 8日 に梅ヶ丘で76歳 の方が行

方不明になつたが、無事見つかつた。我々の地域でも日頃から高齢者の一人

歩きには日を配つていただきたい。(声掛け運動等)Jと 述べた。

野邊広報委員長から、「名張産業フェスタに於ける 「地域づくり組lgiJの発

表ブースの当地区の評判は余り良くなかったとの声があったので報告をして

おきます」と述べた。

辻森会長から、先日の民生委員の会合で消防団員募集協力の依頼をさせて

いただいたが、今後も団員確保に協力いただきたい旨を述べた。

次回理事会は、平成 24年 11月 24日

時間 午前 9時 30分

場所 桔梗が丘公民館

(土)

2号 室
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